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山山
ゆ
り
ゆ
り

神
奈
川
県
の
ア
ウ
ト
ラ
イ

ン
と
天
秤
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
神
奈
川
県
弁
護
士
会

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
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私
は
、
編
集
委
員
会
に
入

っ
て
初
め
て
、「
山
ゆ
り
」

の
記
事
の
担
当
に
な
っ
た
。

昨
年
の
２
月
か
ら
当
会
に
入

会
し
て
神
奈
川
県
に
住
む
こ

と
に
な
っ
た
私
と
し
て
は
、

山
ゆ
り
と
い
う
言
葉
に
ま
ず

ぴ
ん
と
来
な
か
っ
た
▼
山
ゆ

り
は
、
神
奈
川
県
の
県
の
花

と
し
て
昭
和
26
年
に
制
定
さ

れ
た
よ
う
だ
。
山
ゆ
り
は
、

「
全
美
・
荘
厳
」
の
花
言
葉

で
知
ら
れ
る
我
が
国
独
特
の

花
で
、
神
奈
川
県
の
気
候
風

土
に
よ
く
合
い
、
そ
の
気
品

に
満
ち
た
美
し
い
姿
が
昔
か

ら
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て

県
の
代
表
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
▼
当
会
に
入
会
し

神
奈
川
県
に
住
む
よ
う
に
な

っ
て
あ
っ
と
い
う
間
に
１
年

以
上
経
過
し
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
日
々
の
業
務
の
忙
し

さ
で
、
山
ゆ
り
が
神
奈
川
県

の
県
の
花
で
あ
る
こ
と
も
知

る
こ
と
な
く
時
が
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
。
神
奈
川
県
は
、
非

常
に
魅
力
の
あ
る
街
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
っ
て
い
る
▼

山
ゆ
り
の
花
こ
と
ば
に
は
、

「
人
生
の
楽
し
み
」
と
い
う

も
の
も
あ
る
よ
う
だ
。折
角
、

神
奈
川
県
と
い
う
素
敵
な
街

に
縁
あ
っ
て
住
む
こ
と
に
な

っ
た
の
で
、
仕
事
ば
か
り
で

は
な
く
、
人
生
の
楽
し
み
と

し
て
、
神
奈
川
県
内
の
魅
力

あ
る
街
々
を
訪
れ
て
み
た
い

と
思
う
▼
本
稿
執
筆
時
は
、

丁
度
、
山
ゆ
り
の
見
頃
の
７

月
か
ら
８
月
初
旬
に
か
け
て

な
の
で
、
ま
ず
は
、
県
内
の

山
ゆ
り
を
探
し
て
出
か
け
て

み
よ
う
と
思
う
。

 

（
牧
村　

拓
樹
）

第
66
回　

日
弁
連　

人
権
擁
護
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

日　

時　

２
０
２
４
年
10
月
３
日
（
木
）　

12
時
30
分
〜
18
時

　

人
権
擁
護
大
会

　
　
　

日　

時　

２
０
２
４
年
10
月
４
日
（
金
）　

10
時
00
分
〜
17
時

　
　
　

場　

所　

名
古
屋
国
際
会
議
場

行
政
施
設
内
広
告
、
行
政
広

報
誌
、
電
話
帳
、
映
画
館
で

の
広
告
上
映
、
イ
ベ
ン
ト
Ｐ

Ｒ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
付
き
の

グ
ッ
ズ
配
布
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ

た
。
た
だ
、
誰
に
、
何
を
、

ど
う
や
っ
て
伝
え
る
べ
き

か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
ス

タ
ン
ス
が
確
立
し
て
お
ら

ず
、
必
ず
し
も
効
果
的
な
広

報
活
動
が
で
き
て
い
な
い
と

い
う
問
題
意
識
が
示
さ
れ
た
。

　

市
民
会
議
委
員
か
ら
は
、

①
弁
護
士
会
の
Ｈ
Ｐ
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
は
分
か
っ
た

が
な
か
な
か
そ
こ
ま
で
た
ど

り
着
け
な
い
、
②
指
標
や
数

値
を
分
析
し
て
広
報
活
動
の

効
果
を
客
観
的
に
検
証
す
べ

き
で
あ
る
、③
属
性
、地
域
、

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
午

前
企
画
と
午
後
企
画
の
２
部

構
成
と
な
っ
て
お
り
、
午
前

企
画
と
し
て
「
裁
判
所
及
び

検
察
庁
の
施
設
見
学
」、「
座

談
会
」、「
弁
護
士
と
の
デ
ィ

ベ
ー
ト
企
画
」
を
、
午
後
企

画
と
し
て
「
模
擬
裁
判
を
通

じ
た
評
議
」
を
実
施
し
た
。

　

裁
判
所
の
施
設
見
学
で

は
、
実
際
の
法
廷
を
見
学
し

つ
つ
、
裁
判
官
及
び
職
員
の

仕
事
や
役
割
に
つ
い
て
丁
寧

な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
検
察
庁
で
は
、
検

察
官
の
仕
事
・
役
割
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
普

段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
記

録
保
管
庫
や
取
調
室
の
見
学

を
行
い
、
生
徒
ら
に
と
っ
て

　

７
月
26
日
、
当
会
会
館
に

お
い
て
、
本
年
度
第
１
回
目

の
市
民
会
議
が
開
か
れ
た
。

　

市
民
会
議
は
、
当
会
の
活

動
に
対
し
て
外
部
の
市
民
の

皆
様
か
ら
率
直
な
ご
意
見
を

伺
い
、
そ
れ
を
当
会
の
今
後

の
活
動
に
活
か
す
と
い
う
目

的
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、「
広
報
に
関
す

る
当
会
の
取
組
み
」
と
「
選

択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
関
す

る
当
会
の
取
組
み
」
の
二
つ

の
テ
ー
マ
が
議
題
と
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
一
番
目
の
議
題
に

つ
い
て
、
当
会
の
説
明
協
力

員
（
広
報
委
員
会
）
及
び
執

行
部
か
ら
、
当
会
の
広
報
活

動
の
中
心
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
ほ
か
に
は
、交
通
広
告
、

　

８
月
６
日
、
今
年
で
17
回

目
と
な
る
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
２
０
２
４
」
が
、
横
浜
地

方
裁
判
所
、
横
浜
地
方
検
察

庁
、
当
会
の
共
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
。

　
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
は
、

神
奈
川
県
在
住
・
在
学
の
中

高
生
を
対
象
と
し
、
各
種
企

画
を
通
じ
て
法
律
家
の
仕
事

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
物
事
を
多
角
的
に

捉
え
る
力
や
自
分
の
考
え
を

他
人
に
伝
え
る
力
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
い
う
、「
法
教

育
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　

今
年
も
多
く
の
参
加
希
望

が
あ
り
、
最
終
的
に
は
、
昨

年
と
同
様
、
60
名
ほ
ど
の
生

徒
ら
が
参
加
し
た
。

改
姓
に
よ
り
同
一
人
の
も

の
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い

と
い
っ
た
実
害
も
あ
る
、

な
ど
の
問
題
意
識
が
示
さ

れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
市
民

会
議
委
員
か
ら
は
、
①
姓

が
違
っ
て
も
家
族
・
夫
婦

の
一
体
感
は
維
持
で
き

る
、
②
氏
名
は
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
な
の
で
姓
を
変

え
る
こ
と
に
は
大
き
な
抵

抗
感
が
あ
る
、
③
国
会
が

動
く
か
ど
う
か
は
、
世
論

次
第
な
の
で
、
ど
の
よ
う

に
世
論
を
動
か
す
か
が
大

切
で
あ
り
、
と
り
わ
け
反

対
派
に
対
す
る
働
き
か
け

が
重
要
で
あ
る
、
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
広
報
委
員
会
委

員
長
か
ら
、
①
時
代
の
変
化

に
応
じ
て
広
報
活
動
の
内
容

も
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
、ま
た
、

②
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に

て
、
生
徒
ら
と
弁
護
士
が
デ

ィ
ベ
ー
ト
対
決
を
行
っ
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
校

則
で
髪
型
を
規
制
す
る
こ
と

の
是
非
」
と
「
被
疑
者
（
容

疑
者
）
を
実
名
報
道
す
る
こ

と
の
是
非
」
で
あ
っ
た
。
ど

ち
ら
の
テ
ー
マ
で
も
、
生
徒

ら
は
熱
心
に
デ
ィ
ベ
ー
ト
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
対
戦
相

手
の
弁
護
士
も
「
な
る
ほ
ど

…
」
と
言
葉
に
詰
ま
る
よ
う

な
鋭
い
主
張
や
質
問
を
し
て

く
る
生
徒
も
い
た
。

の
指
紋
が
付
着
し
て
い
た
理

由
や
、
犯
行
時
刻
に
被
告
人

の
声
を
犯
行
現
場
で
聞
い
た

と
話
す
証
人
の
供
述
の
信
用

性
等
が
問
題
と
な
る
も
の
で

あ
っ
た
。

　

模
擬
裁
判
後
、生
徒
ら
は
、

各
班
に
分
か
れ
て
評
議
を
行

い
、「
灰
皿
に
被
告
人
の
指

紋
が
付
い
て
い
る
理
由
」、

「
被
告
人
が
事
件
発
生
時
に

犯
行
現
場
で
あ
る
自
宅
に
い

た
か
ど
う
か
」、「
第
三
者
に

よ
る
犯
行
の
可
能
性
」
と
い

つ
い
て
は
、
価
値
観
の
相
違

を
尊
重
し
つ
つ
も
弁
護
士
会

が
世
論
を
動
か
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
そ
れ
ぞ
れ
再
認
識
で
き

た
と
い
う
挨
拶
が
な
さ
れ
、

会
議
は
終
了
し
た
。

（
会
員　

堀
口　

憲
治
郎
）

　

午
後
は
、
全
体
を
２
組
に

分
け
、
実
際
の
法
廷
を
使
用

し
た
模
擬
裁
判
が
行
わ
れ
、

生
徒
ら
は
、
裁
判
官
・
検
察

官
・
弁
護
人
の
各
役
に
な
り

き
り
、
冒
頭
手
続
や
証
人
尋

問
、
被
告
人
質
問
な
ど
を
体

験
し
た
。

　

今
回
の
模
擬
裁
判
の
シ
ナ

リ
オ
は
、
凶
器
と
な
っ
た
灰

皿
に
指
紋
が
付
着
し
て
い
た

被
告
人
と
犯
人
と
の
同
一
性

が
争
点
と
な
っ
て
お
り
、
凶

器
と
な
っ
た
灰
皿
に
被
告
人

っ
た
点
に
つ
い
て
、
活
発
な

議
論
を
交
わ
し
た
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

年
度
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
か

ら
は
再
び
リ
ア
ル
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

今
後
も
、
生
徒
ら
に
「
法

教
育
」の
場
を
与
え
る
べ
く
、

各
企
画
の
検
討
を
深
め
て
い

き
た
い
。

（
会
員　

村
井　

健
太
郎
）

年
齢
な
ど
一
定
の
対
象
者
に

絞
っ
た
広
報
も
検
討
す
べ
き

で
あ
る
、
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

次
に
、
二
番
目
の
議
題
に

つ
い
て
、
当
会
の
説
明
協
力

員
（
人
権
擁
護
委
員
会
）
及

び
執
行
部
か
ら
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
制
度
と
は
「
夫
婦
が

望
む
場
合
に
は
、
結
婚
後
も

夫
婦
が
そ
れ
ぞ
れ
結
婚
前
の

氏
を
称
す
る
こ
と
を
認
め
る

制
度
」
で
あ
っ
て
、
全
て
の

夫
婦
に
別
姓
を
強
制
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
世
論
調

査
で
も
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
へ
の
賛
成
の
方
が
多
数
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立

法
で
の
議
論
が
停
滞
し
て
い

る
、
さ
ら
に
、
旧
姓
時
代
の

仕
事
や
研
究
の
実
績
等
が
、

は
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
よ

う
で
あ
っ
た
。

　
「
座
談
会
」
で
は
、
法
曹

三
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な

り
、
仕
事
内
容
等
に
関
す
る

生
徒
ら
か
ら
の
質
問
に
回
答

し
た
。参
加
し
た
生
徒
ら
は
、

皆
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
回
答
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
「
弁
護
士
と
の
デ
ィ
ベ
ー

ト
企
画
」
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
設
定
さ
れ
た
２
つ
の
テ
ー

マ
（
肯
定
派
・
否
定
派
に
つ

い
て
は
当
日
抽
選
）
に
つ
い

市
民
目
線
か
ら
見
た

 

当
会
及
び
会
員
の
活
動

サマースクール２０２４

昨年に引き続きリアル開催昨年に引き続きリアル開催

市民会議

模擬裁判の講評の様子

会議の様子
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その 45
ＶＰＮと情報セキュリティ

はじめましょう

をネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
方

法
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｎ
と
は
、「
Ｖ
ｉ
ｒ

ｔ
ｕ
ａ
ｌ　

Ｐ
ｒ
ｉ
ｖ
ａ
ｔ

ｅ　

Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
」
の

略
で
、
直
訳
す
る
と
「
仮
想

の
私
設
通
信
網
」
と
な
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
仮
想

の
専
用
線
を
構
築
す
る
技
術

の
総
称
で
す
。

　

従
来
は
、
安
全
な
通
信
を

す
る
た
め
に
「
物
理
的
な
専

用
線
」
を
構
築
し
て
い
ま
し

た
が
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
の
登
場
に
よ

っ
て
、
は
る
か
に
低
コ
ス
ト

で
、
素
早
く
、
安
全
な
通
信

網
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、
カ

フ
ェ
・
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
の
公
衆
回

線
網
上
に
お
い
て
は
、
悪
意

の
第
三
者
が
通
信
内
容
を
傍

受
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
外
か
ら
の
接

続
に
お
い
て
、
安
全
に
テ
レ

ワ
ー
ク
を
行
う
に
は
、
通
信

事
業
者
な
ど
が
提
供
す
る
Ｖ

Ｐ
Ｎ
を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
ま
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｎ
は
、
通
信
を
暗
号

化
す
る
こ
と
が
で
き
、
保
護

さ
れ
た
仮
想
的
な
専
用
線
環

境
を
構
築
し
ま
す
の
で
、
Ｖ

Ｐ
Ｎ
上
で
や
り
取
り
さ
れ
る

情
報
を
第
三
者
が
盗
み
見
る

の
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

外
出
や
移
動
が
多
く
、
か

つ
、
個
人
情
報
の
漏
洩
防
止

を
求
め
ら
れ
る
弁
護
士
に
と

っ
て
、Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
利
用
し
て
、

外
か
ら
、
安
全
に
事
務
所
の

パ
ソ
コ
ン
に
ア
ク
セ
ス
し
、

書
面
の
作
成
や
事
件
記
録
の

閲
覧
等
が
で
き
る
の
は
大
き

な
利
点
で
す
。

　

事
件
記
録
を
電
子
デ
ー
タ

に
し
て
、
事
務
所
の
サ
ー
バ

ー
や
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
し
て

お
け
ば
、
重
た
い
記
録
を
運

ば
な
く
て
も
、
出
先
か
ら
リ

モ
ー
ト
接
続
し
、
記
録
の
閲

覧
や
編
集
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
の
よ
う
に
容
量
や
料
金

を
気
に
す
る
必
要
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｎ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

企
業
向
け
の
有
料
サ
ー
ビ
ス

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け

の
無
料
ア
プ
リ
ま
で
各
種
あ

り
ま
す
が
、
中
に
は
運
営
実

態
が
不
透
明
な
事
業
者
も
あ

り
ま
す
の
で
、
信
頼
性
の
高

い
大
手
通
信
事
業
者
を
選
択

し
、
Ｖ
Ｐ
Ｎ
機
器
の
設
置
と

構
築
を
依
頼
す
る
の
が
良
い

で
し
ょ
う
。

　

こ
の
機
会
に
Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
利

用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？（会

員　

細
貝　

惟
大
）

　

近
年
、
在
宅
勤
務
の
広
が

り
と
と
も
に
、「
Ｖ
Ｐ
Ｎ
」

と
い
う
仕
組
み
を
利
用
し
た

本部から小田原部への
驚きの補助金放棄お願い

司法から見た神奈川の150年 第34回

創
立
1
5
0
年
会
史
編
纂
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

間
部　

俊
明

助
金
の
御
放
棄
相
願
う
よ
う

致
し
た
く
一
応
御
相
談
申
し

上
げ
候
」。
補
助
金
放
棄
の

お
願
い
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
文
書
の
宛
先
は

「
小
田
原
支
部
」
で
は
な
く

「
小
田
原
部
」
で
あ
る
。「
小

田
原
部
」
が
横
浜
弁
護
士
会

の
正
式
な
名
称
な
の
か
ど
う

か
も
分
か
ら
な
い
。

　

１
９
３
７
年（
昭
和
12
年
）

８
月
発
行
日
本
弁
護
士
協
会

録
事
法
曹
公
論
号
外
に
掲
載

さ
れ
た
横
浜
弁
護
士
会
名
簿

に
よ
る
と
、
横
浜
地
方
裁
判

所
小
田
原
支
部
管
内
に
法
律

事
務
所
を
も
つ
弁
護
士
は
伊

藤
務
、
荻
原
德
松
、
高
橋
角

い
て
決
議
せ
ら
れ
た
る
貴
部

補
助
特
別
会
計
金
60
円
也
御

交
付
申
し
上
げ
る
べ
き
処
、

本
年
度
は
支
那
事
変
に
よ
る

随
時
支
出
金
千
円
以
上
に
達

し
、
繰
越
金
非
常
に
減
少
致

し
候
に
つ
い
て
は
貴
部
本
年

度
会
計
欠
損
な
き
限
り
右
補

　

１
９
３
８
年（
昭
和
13
年
）

３
月
28
日
、
当
会
（
旧
横
浜

弁
護
士
会
）
会
長
代
理
名
越

甚
一
は
、
小
田
原
部
代
表
佐

藤
謙
吉
宛
て
に
重
要
な
文
書

を
発
し
た
。

　

曰
く
、「
昭
和
12
年
４
月

10
日
の
本
会
定
時
総
会
に
お

急
に
厳
し
く
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
、
当
会
は
防
ぐ
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

　

人
権
擁
護
を
掲
げ
て
、
陪

審
法
改
正
法
案
と
た
た
か

い
、成
果
を
挙
げ
た
当
会
に
、

戦
争
に
向
け
た
時
代
の
大
波

が
押
し
寄
せ
て
い
た
。
陪
審

法
改
正
法
案
反
対
等
決
議
実

行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
招

集
さ
れ
て
、
中
国
大
陸
に
出

征
す
る
事
態
も
起
き
て
い

た
。
弁
護
士
会
と
し
て
急
展

開
す
る
時
代
に
ど
う
対
応
す

る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
て
い
く
。
次
回
に

そ
の
こ
と
を
述
べ
る
。

　

終
わ
り
に
、
同
旨
補
助
金

放
棄
の
要
請
は
横
須
賀
に
も

出
さ
れ
、
同
旨
の
回
答
が
出

さ
れ
て
い
る
。

藏
、立
野
隆
、宗
像
伊
勢
嘉
、

古
屋
國
男
、
福
井
房
次
、
佐

藤
謙
吉
、
佐
藤
信
安
、
椎
野

郁
の
10
名
だ
っ
た
。
佐
藤
謙

吉
は
、
戦
後
、
小
田
原
市
長

を
務
め
る
当
会
小
田
原
支
部

（
あ
え
て
今
風
に
言
う
）
の

重
鎮
で
あ
っ
た
。

　

名
越
副
会
長
の
お
願
い
文

書
に
対
し
、同
年
３
月
31
日
、

小
田
原
部
代
表
伊
藤
務
が
、

横
浜
弁
護
士
会
会
長
平
川
松

太
郎
宛
に
「
昭
和
13
年
３
月

28
日
付
ご
照
会
の
本
年
度
補

助
金
放
棄
の
件
は
、
事
情
や

む
を
得
ざ
る
次
第
に
付
本
年

度
に
限
り
補
助
金
放
棄
致
す

べ
く
候
右
ご
回
答
申
し
上
げ

候
」
と
回
答
し
た
。
名
越
副

会
長
の
お
願
い
文
書
が
、
小

田
原
部
代
表
佐
藤
謙
吉
宛
て

で
あ
る
の
に
、
回
答
が
小
田

原
部
代
表
伊
藤
務
か
ら
で
あ

る
の
が
気
に
な
る
。
回
答
の

用
紙
が
「
佐
藤
法
律
事
務
所

用
紙
」
で
あ
る
の
で
伊
藤
努

は
佐
藤
謙
吉
の
イ
ソ
弁
ま
た

は
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
か
と
思

っ
た
が
、
名
簿
に
よ
る
と
別

の
事
務
所
だ
っ
た
。

　

総
会
で
議
決
し
た
支
部
へ

の
補
助
金
を
放
棄
す
る
よ
う

求
め
る
の
は
前
代
未
聞
で
あ

る
。
理
屈
を
言
え
ば
、
総
会

で
決
め
た
事
項
は
総
会
で
な

け
れ
ば
覆
せ
な
い
。
そ
れ
を

知
り
な
が
ら
、
名
越
副
会
長

が
、
あ
え
て
小
田
原
部
に
放

棄
を
求
め
て
い
る
。

　

横
浜
弁
護
士
会
の
財
政
が

大根田紫織前所長と斎藤正義現所長
　

７
月
20
日
、
流
氷
の
町
ひ

ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
の

所
長
引
継
式
が
、
旭
川
弁
護

士
会
の
主
催
に
よ
り
、
紋
別

市
内
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

同
市
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
港

町
で
あ
り
、
サ
ロ
マ
湖
の
北

西
に
位
置
す
る
。
流
氷
で
有

名
だ
。

　

三
代
目
所
長
の
大
根
田
紫

織
弁
護
士
は
、
２
０
１
８
年

か
ら
１
年
半
、
か
な
が
わ
パ

ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
で
養

成
を
受
け
た
後
、
弁
護
士
過

疎
地
域
の
同
市
に
赴
任
し
た
。

　

赴
任
後
、
日
弁
連
公
式
動

画
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
「
こ
こ
に

弁
護
士
が
い
て
よ
か
っ
た
〜

的
に
ご
存
じ
ら
し
く
、
大
根

田
弁
護
士
が
い
か
に
多
く
の

専
門
家
と
協
力
関
係
を
築

き
、
そ
し
て
人
々
に
愛
さ
れ

て
き
た
の
か
が
よ
く
分
か
っ

た
。

　

大
根
田
弁
護
士
の
退
任
挨

拶
も
、
背
伸
び
を
せ
ず
、
奇

を
て
ら
わ
ず
、
そ
れ
で
い
て

面
白
く
、
そ
の
誠
実
さ
と
紋

別
愛
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ

て
く
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人

前
に
出
る
の
は
苦
手
だ
が
、

紋
別
の
た
め
で
あ
れ
ば
、
ス

ピ
ー
チ
で
も
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
思

え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

後
任
の
斎
藤
正
義
弁
護
士

（
前
札
幌
弁
護
士
会
）
も
、

同
じ
志
を
持
っ
て
の
赴
任
で

あ
る
。
素
直
な
人
柄
と
優
れ

た
歌
唱
力
で
、
皆
か
ら
愛
さ

れ
る
は
ず
だ
。
多
く
の
引
継

式
に
参
加
し
た
が
、
今
回
は

特
に
素
晴
ら
し
い
式
典
だ
っ

た
と
思
う
。

　

さ
て
、大
根
田
弁
護
士
は
、

紋
別
を
離
れ
た
後
、
北
海
道

滝
川
市
で
独
立
予
定
で
あ

る
。
滝
川
市
は
、
札
幌
地
裁

滝
川
支
部
管
轄
地
域
の
中
心

都
市
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
は
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
セ
ッ
ト
が
オ
ス
ス
メ
と
さ

れ
て
い
る
。

　

大
根
田
弁
護
士
は
、
紋
別

で
の
活
動
を
通
じ
て
、
や
は

り
今
後
も
支
部
の
弁
護
士
と

し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
く
れ
た
。

　

今
後
は
滝
川
を
愛
し
、
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
愛
し
（
市
民

に
な
る
と
返
戻
品
は
な
い

が
）、
紋
別
で
築
い
た
よ
う

な
信
頼
を
勝
ち
取
っ
て
ほ
し

い
。
大
根
田
弁
護
士
な
ら
で

き
る
と
信
じ
て
い
る
。

  

（
会
員　

北
川　

靖
之
）

北
海
道
・
紋
別
編<

冬>

」
と

い
う
動
画
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て

お
り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

の
仲
間
入
り
も
果
た
し
て
い

る
。

　

引
継
式
に
は
、
紋
別
市
長

を
始
め
、
弁
護
士
以
外
に
も

多
く
の
関
係
者
が
参
列
し
て

い
た
。

　

顔
の
見
え
る
距
離
に
、
そ

の
地
域
を
代
表
す
る
各
分
野

の
専
門
家
が
い
て
、
そ
の

方
々
と
仕
事
が
で
き
る
。
こ

れ
は
、
司
法
過
疎
地
で
の
活

動
の
醍
醐
味
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

　

ス
ピ
ー
チ
を
頂
い
た
方
は

皆
、
大
根
田
弁
護
士
を
個
人

流
氷
の
町
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

で
の
引
継
式

かな
パブ最

前線
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神
奈
川
県
担
当
と
し
て
４
月
に
赴

任
し
て
か
ら
４
か
月
が
経
っ
た
。
民

放
は
専
属
の
記
者
は
１
人
で
警
察
、

行
政
、
司
法
を
始
め
神
奈
川
県
内
の

あ
ら
ゆ
る
事
案
を
担
当
す
る
。「
も

う
１
人
い
れ
ば
…
」
と
考
え
る
こ
と

も
多
い
。

　

１
日
が
も
の
す
ご
い
早
さ
で
終
わ

る
中
で
い
つ
の
間
に
か
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

日
本
時
間
の
７
月
27
日
未
明
に
開

会
式
が
行
わ
れ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
さ
な

か
に
行
わ
れ
た
２
０
２
１
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
無
観
客
の
客

席
、
マ
ス
ク
姿
の
選
手
と
、
対
戦
相

手
よ
り
も
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
の
印
象

も
強
く
残
る
が
、
今
回
の
パ
リ
五
輪

で
は
多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
日
本
人
選
手
も
活

躍
し
て
い
る
。

　

た
だ
「
平
和
の
祭
典
」
と
も
言
わ

れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
が
、
世
界
は

全
く
平
和
で
は
な
い
。
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ
ス
ラ
ム
原

理
主
義
組
織
ハ
マ
ス
の
無
差
別
テ
ロ

攻
撃
に
端
を
発
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
に

よ
る
ガ
ザ
侵
攻
な
ど
戦
火
は
収
ま
る

気
配
も
な
く
、
罪
の
な
い
人
々
が
亡

く
な
る
日
々
が
続
い
て
い
る
。

　

国
内
に
目
を
向
け
る
と
酷
暑
、
山

形
県
、
秋
田
県
で
大
雨
に
よ
り
死
者

も
出
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
は
「
第

11
波
」
と
言
わ
れ
感
染
者
数
も
増
加

し
て
い
る
。
政
治
と
金
の
問
題
も
く

す
ぶ
り
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
見
出
し
に
踊
る
の
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
記

事
。
他
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ど
こ
か
追
い

や
ら
れ
扱
い
も
小
さ
い
。
こ
れ
で
本

当
に
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

４
年
に
１
度
の
祭
典
、
選
手
た
ち

の
輝
か
し
い
活
躍
に
水
を
差
す
気
は

な
い
。
た
だ
明
る
い
話
題
が
多
い
と

き
こ
そ
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
を
伝
え

ら
れ
て
い
る
か
自
問
自
答
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

 

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者　

山
﨑　

康
平
）

華
やか

なオリ
ンピックの裏で

…

週
１
回
開
催
さ
れ
る
。
様
々

な
会
務
等
に
つ
い
て
意
思
決

定
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
重

要
な
議
案
に
つ
い
て
は
、
白

熱
し
た
議
論
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
。
担

　

副
会
長
に
就
任
し
て
４
か

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
４
か
月
間
で
感
じ

た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
書

き
綴
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。

　

理
事
者
会
と
い
う
会
議
が

　

副
会
長
に
は
、
日
直
と
い

う
制
度
が
あ
る
。
週
１
回
当

会
会
館
に
赴
き
、
書
類
の
決

裁
な
ど
の
通
常
業
務
や
不
測

の
事
態
へ
の
対
応
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

　

私
の
日
直
担
当
日
は
、
理

事
者
会
の
翌
日
で
あ
る
。
理

事
者
会
で
は
、
午
前
・
午
後

と
様
々
な
議
案
を
検
討
す
る

た
め
、
へ
と
へ
と
に
な
る
。

　

そ
の
せ
い
か
、
私
の
日
直

担
当
日
の
理
事
者
室
に
は
、

私
一
人
し
か
い
な
い
こ
と
が

多
い
。
と
て
も
寂
し
い

…
…
。

　

日
直
の
担
当
日
を
決
め
る

と
き
に
、
よ
く
考
え
れ
ば
よ

か
っ
た
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。

　

ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
当
会

会
館
に
赴
く
日
々
で
あ
る

が
、
基
本
的
に
は
充
実
し
た

楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
。
残
り
の
任
期
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

当
案
件
に
つ
い
て
は
事
前
準

備
が
大
変
で
あ
る
が
、
様
々

な
視
点
か
ら
の
考
え
や
意
見

が
出
て
く
る
の
で
、
と
て
も

勉
強
に
な
る
。

　

担
当
委
員
会
に
は
で
き
る

だ
け
出
席
す
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
担
当
委
員
会
の
検
討

状
況
を
把
握
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
が
、出
席
す
る
と
、

皆
さ
ん
が
と
て
も
優
し
く
し

て
く
れ
る
と
い
う
の
が
主
な

理
由
で
あ
る
。
委
員
会
の
懇

親
会
に
も
ぜ
ひ
誘
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

副
会
長　

飯
田　

信
也

副
会
長
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と

理
事
者
室

だ
よ
り

寄
り
が
た
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
か
も
知
れ
な
い
。し
か
し
、

実
際
は
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
。
多
分
。

　

今
年
度
は
、
常
議
員
を
初

め
て
務
め
る
会
員
も
少
な
く

な
い
。支
部
の
会
員
も
多
く
、

普
段
は
顔
を
合
わ
す
こ
と
が

な
い
会
員
も
大
勢
い
る
。

　

な
の
で
、私
は
も
ち
ろ
ん
、

大
多
数
が
緊
張
し
た
面
持
ち

で
常
議
員
会
に
参
加
し
て
い

る
。
ス
タ
ー
ト
は
そ
ん
な
雰

囲
気
で
あ
る
。
初
め
て
で
も

心
配
は
い
ら
な
い
。

　

私
は
、
今
回
特
定
の
団
体

等
の
支
援
を
受
け
て
常
議
員

に
立
候
補
し
た
の
か
と
い
う

と
、
そ
う
で
は
な
い
。
幸
か

不
幸
か
、
私
は
、
身
近
に
、

精
力
的
に
弁
護
士
会
の
会
務

活
動
を
し
て
い
る
（
し
て
き

士
業
か
ら
助
言
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

　

こ
の
特
長
を
活
か
す
べ

く
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
務
め

た
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
の
委
員
は
、
受
付
で

相
談
内
容
の
概
要
を
確
認

し
、
時
に
は
こ
ち
ら
か
ら
関

連
領
域
を
紹
介
す
る
な
ど
し

て
、
相
談
者
が
様
々
な
士
業

か
ら
漏
れ
な
く
助
言
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
。

　

結
果
と
し
て
、
相
談
者
49

名
が
延
べ
88
件
の
相
談
を
行

い
、
中
に
は
３
つ
・
４
つ
の

士
業
を
回
る
相
談
者
も
散
見

さ
れ
た
。

た
）
会
員
が
多
く
存
在
し
て

お
り
、
自
然
と
、
弁
護
士
会

務
に
興
味
関
心
を
持
っ
て
し

ま
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

現
在
既
に
多
く
の
委
員
会

に
も
所
属
し
て
お
り
、単
に
、

常
議
員
と
し
て
も
活
動
し
た

い
と
思
っ
て
立
候
補
し
た
。

利
益
代
表
的
な
意
味
合
い
で

言
え
ば
、「
若
手
」
の
声
を

会
に
届
け
る
役
回
り
か
も
知

れ
な
い
。

　

そ
ん
な
わ
け
で
、
常
議
員

に
な
る
に
当
た
っ
て
、
大
し

た
勇
気
は
必
要
な
い
。
私
の

よ
う
に
期
の
若
い
会
員
で

も
、
臆
せ
ず
、
立
候
補
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
74

期
か
ら
は
順
番
に
毎
年
常
議

員
会
に
送
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　

受
付
で
深
々
と
頭
を
下
げ

て
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る
相

談
者
や
に
こ
や
か
な
笑
顔
で

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
帰

路
に
就
く
相
談
者
も
お
り
、

他
士
業
団
体
の
ご
協
力
を
得

て
、
今
年
も
多
く
の
相
談
者

に
有
益
な
場
を
提
供
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

猛
暑
の
中
、
相
談
担
当
者

及
び
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
は
相

応
の
負
荷
が
か
か
る
イ
ベ
ン

ト
で
は
あ
る
が
、
ま
た
来
年

も
開
催
し
た
い
。

　

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
と
し
て
は
、
今
後
も

様
々
な
相
談
の
機
会
を
設
け

て
、
市
民
や
事
業
者
の
相
談

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て

は
、
是
非
と
も
ご
協
力
の
ほ

ど
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

（
会
員　

中
野　

智
仁
）

常議員会
の い ま

「３年目の勇気」14
士
業
合
同
相
談
会

夏
の
恒
例
！

会員　清水基弘（74期）

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
弁

護
士
３
年
目
で
初
め
て
の
常

議
員
で
あ
る
。

　

常
議
員
会
と
い
う
と
、
ベ

テ
ラ
ン
の
常
連
の
会
員
た
ち

の
集
ま
り
で
、
輪
に
入
る
に

は
勇
気
が
い
る
。
そ
ん
な
近

　

７
月
27
日
、当
会
の
主
催
、

15
の
他
士
業
団
体
の
後
援
に

よ
り
、
当
館
会
館
に
て
、

「
14
士
業
合
同
く
ら
し
と
経

営
の
な
ん
で
も
相
談
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。

　

本
相
談
会
は
毎
夏
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今
年
も

設
定
し
た
予
約
枠
が
全
て
埋

ま
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
あ
っ

た
。

　

ち
な
み
に
、
士
業
団
体
の

数
と
士
業
の
数
が
合
わ
な
い

の
は
、
建
築
士
に
関
わ
る
団

体
が
３
つ
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

本
相
談
会
の
最
大
の
特
徴

は
、
一
度
の
機
会
に
複
数
の

　

私
は
、（
意
外
か
も
知
れ

な
い
が
？
）
74
期
で
あ
る
。

今
年
度
の
常
議
員
で
は
一
番

若
い
期
で
あ
る
。
ま
だ
弁
護

士
３
年
目
な
の
に
、
も
う
弁

護
士
３
年
目
な
の
で
、
今
年

度
の
常
議
員
を
務
め
て
い
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現
在
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
真

っ
最
中
。
審
判
の
判
定
に
疑

問
が
あ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ

れ
、
今
後
、
公
平
さ
を
担
保

す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
等
の
技

術
に
よ
る
判
定
も
進
ん
で
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
我
々
の

業
務
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

（４）

会
員　

二
川　

裕
之

会員　須山　園子

ム
ズ
関
連
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
物
を
収
集
す
る
タ
イ
プ

で
、
５
万
点
を
持
っ
て
い
る

強
者
も
い
る
。

　

本
に
つ
い
て
は
説
明
が
若

干
必
要
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ズ

物
語
（
正
典
）
は
文
庫
本
だ

け
で
も
複
数
の
出
版
社
（
新

潮
、
角
川
、
ハ
ヤ
カ
ワ
、
創

元
推
理
、
光
文
社
な
ど
）
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
翻

訳
者
が
違
え
ば
別
の
本
」
と

い
う
理
解
を
す
る
。

　

君
に
伝
え
た
い
」（
愛
の

旅
立
ち　
「
ザ
・
レ
ビ
ュ
ー

Ⅲ
」
よ
り
）
〜

　

昨
年
９
月
に
生
徒（
団
員
）

が
急
死
し
、
約
９
か
月
の
間

公
演
が
休
止
さ
れ
て
い
た
宝

塚
歌
劇
団
宙
組
。
６
月
に
兵

　

〜
「
こ
の
胸
の
叫
び
を
君

に　

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

な
ら　

た
と
え
命
尽
き
る
と

も　

僕
は
何
も
恐
れ
な
い　

こ
の
世
か
ら
星
が
消
え
て
も

　

苦
し
み
に
息
が
止
ま
っ
て

も　

神
の
裁
き
厳
し
く
と
も

　

横
浜
法
曹
ゴ
ル
フ
会
は
７

月
28
・
29
日
に
恒
例
の
取
切

戦
（
過
去
１
年
間
の
月
例
会

優
勝
者
で
争
わ
れ
る
年
間
王

者
決
定
戦
）
を
開
催
し
た
。

　

同
時
開
催
の
７
月
例
会
を

含
め
て
参
加
者
は
総
勢
23

名
、
う
ち
取
切
戦
参
加
者
８

名
が
、
令
和
５
年
度
島
崎
友

樹
会
長
杯
を
目
指
し
て
熾
烈

な
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
。

　

初
日
は
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ク

ラ
シ
ッ
ク
開
催
の
富
士
桜
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
。

　

こ
の
日
は
井
上
雅
彦
会
員

が
リ
ー
ド
し
、
第
一
東
京
弁

護
士
会
会
員
な
が
ら
今
年
度

法
曹
ゴ
ル
フ
会
へ
入
会
し
た

五
十
嵐
崇
人
弁
護
士
が
２
打

差
で
続
く
。
他
６
名
は
早
く

　

公
演
終
盤
、
舞
台
上
で
一

人
に
な
っ
た
ト
ッ
プ
ス
タ
ー

が
冒
頭
の
「
愛
の
旅
立
ち
」

を
歌
い
始
め
た
時
、（
お
そ

ら
く
、
と
い
う
か
間
違
い
な

く
）
２
５
０
０
人
の
観
客
は

全
員
「
亡
く
な
っ
た
生
徒
さ

ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
だ
と

感
じ
た
と
思
う
。が
し
か
し
、

そ
の
名
曲
の
余
韻
も
そ
こ
そ

こ
に
「
ノ
リ
」
の
良
い
曲

（「
セ
・
マ
ニ
フ
ィ
ー
ク
」）

に
歌
い
継
が
れ
、
件
の
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
は「
指
パ
ッ
チ
ン
」

を
し
て
笑
顔
で
銀
橋
（
観
客

席
に
せ
り
出
し
て
い
る
橋
状

の
細
長
い
舞
台
）
か
ら
捌
け

て
行
く
…
…
。

　

初
見
の
と
き
は
よ
く
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
何
度
観
て

も
感
じ
る
「
モ
ヤ
モ
ヤ
」
の

正
体
は
、
こ
の
場
面
へ
の
ど

う
し
よ
う
も
な
い
違
和
感
で

あ
っ
た
（
同
行
し
た
宝
塚
初

観
劇
の
友
人
も
全
く
同
じ
感

想
）。

　

ト
ッ
プ
が
一
人
で
「
愛
の

旅
立
ち
」を
歌
い
終
え
た
ら
、

そ
の
世
界
観
を
壊
さ
な
い
よ

う
、
そ
の
ま
ま
静
か
に
ト
ッ

プ
娘
役
と
２
人
で
踊
る
「
デ

ュ
エ
ッ
ト
ダ
ン
ス
」
に
繋
げ

ば
い
い
の
に
…
…
そ
う
す
れ

ば
、
よ
ほ
ど
「
か
け
が
え
の

な
い
仲
間
へ
の
思
い
」
を
観

客
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
に
…
…
。

　

言
葉
で
伝
え
な
い
（
伝
え

ら
れ
な
い
）
の
な
ら
、
せ
め

て
演
出
で
、
亡
く
な
っ
た
仲

間
へ
の
最
大
限
の
哀
悼
の
意

を
表
現
し
て
欲
し
か
っ
た
。

フ
ァ
ン
は
皆
そ
れ
を
強
く
望

ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と

て
も
残
念
な
思
い
の
残
る
、

宝
塚
歌
劇
団
宙
組
公
演
で
あ

っ
た
（
あ
く
ま
で
も
個
人
の

感
想
で
す
）。

　

月
例
会
は
、
前
年
度
副
会

長
を
終
え
て
心
置
き
な
く
ゴ

ル
フ
に
励
む
常
盤
重
雄
会

員
、
夏
合
宿
幹
事
の
武
藤
一

久
会
員
が
善
戦
す
る
も
、
五

十
嵐
に
共
に
わ
ず
か
１
打
及

ば
ず
、
五
十
嵐
は
月
例
会
で

も
優
勝
す
る
完
全
勝
利
で
あ

っ
た
。

　

夏
合
宿
は
20
名
を
超
え
る

参
加
で
初
日
夜
の
宴
会
も
大

い
に
盛
会
で
あ
っ
た
。
12
月

に
は
忘
年
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
予
定
で
あ
る
。

　

横
浜
法
曹
ゴ
ル
フ
会
の
会

員
で
な
く
と
も
参
加
可
能
な

の
で
、
ゴ
ル
フ
好
き
の
皆
様

に
は
是
非
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

（
会
員　

吉
澤　

幸
次
郎
）

　

鉄
ち
ゃ
ん
に
乗
り
鉄
、
撮

り
鉄
が
あ
る
よ
う
に
、
シ
ャ

ー
ロ
ッ
キ
ア
ン
も
ま
た
、
研

究
発
表
が
主
流
で
は
あ
る
も

の
の
、コ
レ
ク
タ
ー
、映
像
・

演
劇
、
ゲ
ー
ム
、
二
次
創
作

な
ど
、
各
自
の
方
向
性
は
千

差
万
別
で
あ
る
。

　

コ
レ
ク
タ
ー
に
は
大
別
し

て
グ
ッ
ズ
と
本
の
２
種
類
が

あ
る
。
グ
ッ
ズ
は
、
人
形
、

ぬ
い
ぐ
る
み
、
カ
ッ
プ
、
缶

バ
ッ
ジ
、
パ
イ
プ
な
ど
ホ
ー

　

上
級
者
に
な
る
と
、
同
じ

新
潮
文
庫
で
も
「
刷
り
が
違

え
ば
別
の
本
」（
令
和
６
年

５
月
時
点
で
１
３
８
刷
）
と

い
う
理
解
で
、
刷
り
違
い
を

全
部
集
め
る
。

　

表
紙
や
帯
も
出
版
社
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
や
新
し
い
映

画
・
ド
ラ
マ
等
が
出
る
た
び

に
作
製
さ
れ
る
の
で
、「
表

紙
が
違
え
ば
別
の
本
」「
帯

が
違
え
ば
別
の
本
」と
宣
い
、

そ
の
た
び
に
集
め
る
。

　

更
に
上
を
行
き
、
諸
言
語

（
１
１
０
種
類
以
上
）
で
書

か
れ
た
正
典
を
収
集
す
る
人

す
ら
い
る
。

　

最
近
多
い
の
は
、
他
と
の

コ
ラ
ボ
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ズ

は
理
知
的
な
の
に
、
な
ぜ
か

Ｓ
Ｆ
や
ホ
ラ
ー
系
と
の
相
性

が
よ
い
ら
し
く
、
火
星
人
、

ネ
ッ
シ
ー
、
ド
ラ
キ
ュ
ラ
、

ク
ト
ゥ
ル
フ
神
話
（
ゲ
ー
ム

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
こ
れ
で
単

体
と
し
て
語
り
た
い
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
）
な
ど
と
の
コ

ラ
ボ
の
世
界
線
も
広
が
っ
て

い
る
。

　

次
回
は
「
聖
地
」
巡
礼
を

ご
紹
介
し
た
い
。

 

（
ま
だ
ま
だ
続
く
）

庫
県
宝
塚
市
の
宝
塚
大
劇
場

で
再
開
さ
れ
た
宙
組
公
演

（
演
目
「
Ｌ
ｅ 

Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ 

Ｅ
ｓ
ｃ
ａ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ
―
ル
・

グ
ラ
ン
・
エ
ス
カ
リ
エ
」）

を
観
劇
し
た
が
、
正
直
な
感

想
は
「
な
ん
か
モ
ヤ
モ
ヤ
す

る
…
…
」。

　

そ
の
「
モ
ヤ
モ
ヤ
」
の
正

体
を
突
き
止
め
る
べ
く
、
更

に
東
京
宝
塚
劇
場
で
観
劇
を

重
ね
た
。

　

大
劇
場
の
初
日
・
千
秋
楽

及
び
東
京
の
初
日
の
挨
拶

で
、
劇
団
関
係
者
か
ら
も
ト

ッ
プ
ス
タ
ー
か
ら
も
生
徒
の

急
死
に
関
す
る
言
及
が
一
切

無
か
っ
た
の
は
、
様
々
な
配

慮
を
要
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う

か
ら
、
あ
る
程
度
想
定
の
範

囲
内
で
あ
っ
た
。

も
大
差
を
つ
け
ら
れ
、
脱
落

濃
厚
と
な
っ
た
。

　

２
日
目
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
レ
デ
ィ

ー
ス
開
催
の
大
箱
根
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
。

　

２
ホ
ー
ル
目
に
は
井
上
・

五
十
嵐
と
も
バ
ー
デ
ィ
を
奪

う
な
ど
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い

が
続
く
が
、
前
半
３
バ
ー
デ

ィ
の
五
十
嵐
が
一
気
に
逆
転

し
、
逆
に
リ
ー
ド
を
広
げ
る

展
開
と
な
っ
た
。

　

ラ
ス
ト
２
ホ
ー
ル
目
、
優

勝
を
意
識
し
た
の
か
五
十
嵐

が
ト
リ
プ
ル
ボ
ギ
ー
で
一
気

に
差
が
縮
ま
る
も
、
最
終
ホ

ー
ル
で
勝
負
に
出
た
井
上
が

ダ
ブ
ル
ボ
ギ
ー
で
勝
負
あ

り
。
取
切
戦
初
参
加
の
五
十

嵐
が
会
長
杯
を
獲
得
し
た
。

お
そ
る
べ
し

 
「
シ
ャ
ー
ロ
ッ
キ
ア
ン
」

猛
暑
猛
暑
の
中
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

ハ
イ
レ
ベ
ル

決
戦
！

　「Ｌｅ Ｇｒａｎｄ Ｅｓｃａｌｉｅｒ－
 ル・グラン・エスカリエ」

特
別
版

ホ
ー
ム
ズ
と
私
③

Sherlock Holmes

筆者の所蔵グッズの一部

参加者の面々（優勝した五十嵐弁護士は向かって右から２人目）

カナベ
ン

デ
ス
ク　

青
山　

良
治

記　

者　

土
居　

久
子

 

牧
村　

拓
樹

 

岡
田　

忠
智

 

大
河
内
万
紀
子

 

田
鍋　

智
之

 

中
込　

竜
司

 

小
野　

航
平


